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清田山
自然運動公園まつり

　8月15日（水）、清田山キャンプ場でr清田山自然運

動公園まつり」が行われました。

　イベント会場の中央には、保存しておいた雪で作

った約7mのすべり台があり、見て涼しいだけでな

く、子供達はソリに乗り遊んでいました。

　離　轟
曝　　　　　　　　　　縢
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弔
．
「

聾
蹴
灘
鞭
響
蕊
難
灘
籔
鞭
憲

　
9
月
2
日
㈲
、
員
野
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
中
里
村
秋
季
消
防
演
習
趣

防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
δ

　
中
里
村
消
防
団
員
2
6
5
名
が
一
堂
に
集
ま
り
、
き
び
き
び
と
じ
た
行

動
で
ポ
ン
プ
車
操
法
、
小
学
校
校
舎
の
屋
上
に
向
か
っ
て
の
放
水
演
習
懸

ど
、
日
頃
の
鍛
錬
の
成
果
を
披
露
・
訓
練
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
十
日
町
地
域
消
防
署
南
分
署
の
人
達
に
よ
る
、
は
し
ご
車
高
所

救
出
訓
練
、
水
に
圧
力
を
か
け
、
霧
状
の
水
を
発
射
し
火
を
消
す
機
材
（
羅

ン
パ
ル
ス
）
の
演
習
で
ぱ
、
集
ま
っ
た
皆
さ
ん
の
注
目
を
集
め
、
関
心
を

寄
せ
て
い
ま
し
た
◎

　
防
災
訓
練
の
方
で
は
、
震
度
6
の
地
震
に
襲
わ
れ
た
と
想
定
し
、
情
報

伝
達
や
補
給
物
資
の
運
搬
等
の
訓
練
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
堀
之
内
、
宮
由
．

新
屋
敷
、
本
屋
敷
の
住
民
の
皆
さ
ん
4
4
0
名
も
参
加
・
協
力
し
．
バ
奮

ツ
り
レ
ー
や
消
火
器
の
使
い
方
、
濃
煙
歩
行
等
、
防
災
に
関
す
る
知
識
を

楽
し
み
な
が
ら
練
習
し
て
い
ま
し
た
。

》
救
援
物
資
の
運
搬

　　　　　　　　　悔蕪．　　　　　　　　　　　　　　　脇

▲バイク隊の「インパルス」実演

く
応
急
手
当
の
し
か
た
を
講
習

驚

鵬

慧

▲屋上に向かって一斉放水

〉
は
し
ご
車
に
よ
る
高
所
救
出
訓
練

　　　　　　　　纈　5
▲中里中によるマーチ

緩

▲みだれのない行進

バケツリレー

▲避難完了を鞭
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　　鶏

礁
藍
纈

　謙護保険難はi奔護叢社会金体葱糞麗る鑓め．高齢者の鑑懇含め40歳以墨のずべ薙の露縫、保険料を

納め蕎騰麓握騎羅騨蒙懲軸

　新iじ樋制度挺慣為驚騎灘だ嚢飛め、65歳以墨の癒の保険料は．国の「特別対策」陛よめ平成糎年4

月が蟻9網諜麺の欝隼闇ぽ納めな《て噛よいとされ、輸月以降は保険料の半額が徴収されていまず、

　平成招薙鞭月が6は特別対策が終わ厭本来の保険料を納めていただきます。保険料が増莞ること

縫なOま霧熱、謹理解をお願憐轡ます。

【平成12年度～14年度の65歳以上の方の保険料の額】

　　　　　　　　　　　難　　　　　　　　　　雛　　　　　　　　　鐵　　　　　　　　鞭　　　　　　　灘　　　　　　慧　　　　　魏　　　　欝　　　灘　　蕪　　馨　懇繋

　　　1　　　ロ　　　ヨ
i減された分は
1担します
　　　＝
　　　：
　　　む　　　：
塞衆の保険料の
羅額を紬めまず
　　　暮
　　　階

保険料が軽減され
　　国が負担しま

保険料を
納める

必要は
ありません

↑
本
来
の
介
護
保
険
料
の
額
↓

　
月
　
4年
▲
5
　
ヌ成
　
平

　　▲　　　　　　　▲　　　　　　　▲　　　　　　　▲　　　　　　　▲

平成12年4月　平成12年10月　平成13年4月　平成13年10月　平成14年4月

灘撫懸籐．舘懸鶴講議馨麟騰鍵諜難撚
はい

　　　　　　　　　撃いいえ

灘灘慧懸灘県縁税撚課税鍵灘搏懸馨灘濾覇鎌

はいし、いえ

灘霧閣諜．購羅灘闇癒羅撚
　墾舗露鞠鐵謹i懇麟縫撚無

いいえ はい、

盤溝繰講鐘i縷　』霧馨・・　　』繋　　F1　　　灘蕪鞭霧犠i幾・購爽き撚犠撰

難灘灘醗嚢灘鑛灘鰯税諜鞭灘欝雛繭
灘難繍鞍繊騰難襲纏繋簸籍雛鞭蕨欝
羅難難鞭難．竺．灘　　繋黙懸懸総灘

第5段階第纏段階第3麗階第墾駿彊
　　　醸　灘馨

1鵯霧塗◎io　黛9．◎⑥o蝿鱒．籔⑨o

　　◆問合せ先　役場税務課盈63－3111

　　　瓢　　繊　　鰭　妻灘叢
藩一

★
年
度
途
中
に
6
5
歳
に
な
る
方
は
、
納
付
書
で
納
め
て
い

　
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

．
介
護
保
険
料
は
、
原
則
老
齢
基
礎
年
金
、
退
職
年
金
（
受

　
給
額
が
年
額
1
8
万
円
以
上
の
方
が
対
象
〉
か
ら
天
引
き

　
さ
れ
ま
す
が
、
年
度
中
に
満
6
5
歳
に
な
ら
れ
る
方
は
、

　
年
金
を
受
給
し
始
め
て
す
ぐ
に
年
金
か
ら
天
引
き
す
る

　
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
納
付
書
に
よ
り
納
め
て
い
た
だ

　
き
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

嫌鱗…簗

★
納
付
書
か
ら
原
則
老
齢
基
礎
年
金
、
退
職
年
金
か
ら
の

　
天
引
き
に
切
り
替
わ
る
時
期

・
平
成
1
2
年
4
月
2
日
か
ら

　
　
1
3
年
4
月
1
日
に
満
6
5
歳
に
な
る
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▼
▼
▼
平
成
1
3
年
1
0
月

・
平
成
1
3
年
4
月
2
日
か
ら

　
　
1
4
年
4
月
1
日
に
満
6
5
歳
に
な
る
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▼
▼
▼
平
成
1
4
年
1
0
月

平成／3年9月10日広報なかさと3



鍵羅

雛

．
麟
熱
繕
繧

灘職灘

議灘

　
8
月
2
4
日
か
ら
2
7
日
に
か
け
て
、

田
沢
小
学
校
体
育
館
と
ミ
オ
ン
の
森

で
「
こ
へ
び
隊
」
と
子
供
た
ち
に
よ

る
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ

れ
、
景
色
を
写
真
の
よ
う
に
フ
レ
ー

ム
で
切
り
取
っ
た
り
、
絵
の
具
だ
ら

け
に
な
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
か
ら

投
影
さ
れ
る
写
真
を
塗
っ
た
り
、
大

き
な
川
原
の
石
に
思
い
思
い
の
絵
を

描
い
た
り
、
宝
探
し
の
地
図
を
作
っ

た
り
と
、
楽
し
い
4
日
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　
昨
年
「
大
地
の
芸
術
祭
」
で
中
里

村
を
担
当
し
た
美
術
大
学
生
を
中
心

に
、
男
4
人
女
4
人
の
「
こ
へ
び
隊
」

の
皆
さ
ん
が
、
各
小
学
校
P
T
A
役

員
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が
ら
取

り
組
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
子
供
た
ち
は
、
初
日
9

人
で
し
た
が
子
供
達
の
ロ
コ
ミ
に
よ

り
増
え
最
終
日
ま
で
1
4
～
1
5
人
の
参

加
と
な
り
、
半
数
以
上
が
4
日
間
参

加
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
子
の
中
に

は
、
「
十
日
町
祭
り
」
よ
り
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
の
方
が
い
い
と
、
迎
え
に
来

た
親
を
困
ら
せ
る
と
い
う
場
面
も
見

ら
れ
ま
し
た
。

　
仕
掛
け
人
の
一
人
で
あ
る
山
田
正

一
郎
（
東
田
尻
）
さ
ん
は
『
ア
ー
ト

に
触
れ
る
こ
と
で
、
今
の
子
供
た
ち

が
、
新
し
い
豊
か
な
考
え
を
も
っ
て

も
ら
え
れ
ば
う
れ
し
い
』
と
大
変
喜

ん
で
い
て
、
企
画
し
た
「
こ
へ
び
隊
」

の
一
人
松
村
志
野
（
多
摩
美
術
大
学
）

さ
ん
は
『
子
供
の
元
気
の
良
さ
に
圧

倒
さ
れ
ま
し
た
。
一
緒
に
踊
っ
た
り
、

跳
ね
た
り
、
大
声
を
出
し
た
り
し
て
、

私
も
た
く
さ
ん
の
元
気
を
も
ら
っ
た

気
分
で
す
』
、
ま
た
住
中
浩
史
（
現
在

カ
メ
ラ
マ
ン
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）
君
は

『
芸
術
の
楽
し
さ
を
体
感
し
て
欲
し

い
と
思
い
企
画
し
ま
し
た
が
、
こ
ち

ら
が
感
性
豊
か
な
子
供
た
ち
に
色
々

と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
』
と
疲
れ
な
が

ら
も
、
ま
た
中
里
村
で
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
や
り
た
い
と
抱
負
を
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　
住
民
の
皆
さ
ん
の
力
を
お
借
り
し

な
が
ら
、
中
里
応
援
隊
が
で
き
そ
う

で
す
。

　
8
月
2
6
日
㈲
、
中
条
町
体
育
館
で
、

「
第
2
1
回
新
潟
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

総
合
大
会
・
第
3
3
回
剣
道
大
会
」
が

行
わ
れ
、
小
学
生
5
・
6
年
女
子
個

人
の
部
で
村
山
絵
理
さ
ん
が
見
事
、

3
位
と
い
う
健
闘
を
見
せ
ま
し
た
。

　
県
大
会
と
も
な
る
と
、
強
豪
選
手

．
揃
い
で
、
独
特
の

雰
囲
気
、
プ
レ
ツ

シ
ャ
ー
が
会
場
を

．
包
ん
で
い
ま
し
た

が
、
そ
ん
な
緊
張

を
跳
ね
除
け
精
一

杯
競
技
し
て
い
ま

し
た
。

　
田
沢
剣
道
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
は
、
毎
週
火
・
木
曜
日

午
後
7
時
3
0
分
か
ら
、
田
沢
小
学
校

体
育
館
で
両
親
が
見
守
る
中
、
一
生

懸
命
に
稽
古
し
て
い
ま
す
。
子
供
た

ち
の
頑
張
り
に
、
指
導
員
の
方
も
力

が
入
り
、
こ
れ
か
ら
も
活
躍
が
期
待

で
き
ま
す
。

灘
熱
し
た

、
籔
盆
野
球
太
糞

　
8
月
1
5
日
㈱
、
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
「
中
里
村
お
盆
野
球
大
会
」
が
行

わ
れ
、
甲
子
園
に
出
場
し
た
十
日
町

高
校
の
選
手
た
ち
も
混
ざ
り
参
加
し

た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
例
年
に
な

く
白
熱
し
た
試
合
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
。　
十
日
町
高
校
の
選
手
達
の
力
強
い

プ
レ
ー
に
周
囲
の
人
達
は
関
心
し
、

ま
た
、
一
緒
に
プ
レ
ー
し
て
い
る
人

達
に
も
力
を
与
え
、
み
な
さ
ん
が
暑

い
中
全
力
で
プ
レ
ー
し
、
い
い
汗
を

流
し
て
い
ま
し
た
。

　
結
果
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
で
す
。

◆
優
勝

◆
2
位

◆
3
位

◆
4
位

田
沢
第
2
チ
ー
ム

貝
野
チ
ー
ム

田
沢
第
ー
チ
ー
ム

高
道
山
・
清
津
峡
・
倉
俣

チ
ー
ム
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8
月
31
日
團
、
十
日
町
交
通
セ
ン

タ
ー
で
「
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
・
交
通

安
全
コ
ン
ク
ー
ル
出
発
式
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、

高
齢
者
が
関
係
し
て
い
る
事
故
が
多

発
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
事
故
防
止

啓
発
の
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　
コ
ン
ク
ー
ル
の
ル
ー
ル
と
し
て
、

10

名
で
ー
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
そ
の

チ
ー
ム
内
で
9
月
1
日
か
ら
1
1
月
31

日
ま
で
の
3
ケ
月
間
、
無
事
故
に
挑

戦
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
な
お
、
チ
ー
ム
内
で
無
事
故
を
達

成
す
る
と
、
チ
ー
ム
ご
と
に
警
察
署

長
、
交
通
安
全
協
会
長
連
名
の
表
彰

状
が
、
個
人
に
は
表
彰
力
ー
ド
が
授

与
さ
れ
ま
す
。

　
中
里
村
か
ら
も
2
チ
ー
ム
2
0
名
が

参
加
し
、
代
表
者
2
名
が
そ
れ
ぞ
れ

の
チ
ー
ム
参
加
者
へ
の
参
加
賞
を
受

け
取
り
、
交
通
安
全
・
無
事
故
へ
の

意
識
を
高
め
て
い
ま
し
た
。

　
午
後
7
時
3
0
分
か
ら
中
里
村
民
グ
β

ラ
ウ
ン
ド
で
、
「
中
里
村
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
第
9
回
ナ
イ
タ
ー
リ
ー
グ
　
吉

楽
新
聞
店
・
柳
幸
一
杯
野
球
大
会
」

が
、
8
月
6
、
1
2
、
1
7
の
3
日
間
に

わ
た
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
選
手
達
は
夏
の
夜
の
暑
さ
に
も
負

け
ず
大
き
な
声
を
出
し
、
日
中
の
試

合
と
は
少
し
違
う
雰
囲
気
と
緊
張
感

の
中
、
汗
で
グ
ッ
シ
ョ
リ
に
な
り
な

が
ら
も
精
一
杯
プ
レ
ー
し
て
い
ま
し

た
。　
3
日
間
に
も
わ
た
る
リ
ー
グ
戦
だ

っ
た
の
で
、
表
彰
式
の
際
は
お
互
い

の
健
闘
を
称
え
あ
い
、
ス
ポ
ー
ツ
マ

ン
ら
し
い
さ
わ
や
か
な
閉
会
式
で
幕

が
閉
じ
ま
し
た
。

　
結
果
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で

す
。◆
優
勝
　
田
沢
ジ
ャ
ニ
ー
ズ

◆
2
位
　
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

◆
3
位
　
貝
野
イ
ー
グ
ル
ス

◆
最
優
秀
選
手
賞

　
服
部
　
光
　
　
（
田
沢
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
）

◆
優
秀
選
手
賞

　
樋
口
　
達
也
（
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
）

　
吉
楽
　
匡
紀
（
貝
野
イ
ー
グ
ル
ス
）

◆
健
闘
賞

　
石
沢
　
有
希
（
田
沢
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
）

　
山
田
　
優
樹
（
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
）

　
阿
部
　
健
人
（
貝
野
イ
ー
グ
ル
ス
）

雛
雀
、
本
調
査
購
・

翔
申
島
遺
纏
鐵

　
主
要
地
方
道
小
千
谷
・
十
日
町
・

津
南
線
緊
急
地
方
道
路
整
備
事
業
に

伴
う
発
掘
調
査
が
8
月
6
日
㈲
か
ら

宮
中
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
の
と
こ
ろ
、
約
3
5
0
0
年
前

の
縄
文
時
代
後
期
の
土
器
片
・
石
器
・

集
石
群
等
が
出
土
し
て
い
て
、
慎
重

に
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
遺
跡
の
名
称
は
、
出

土
し
た
場
所
の
通
称
を
取
り
「
中
島

欝
醗
純
基
霧

墾
熊
陸
上
で
2
獲
灘

　
8
月
2
4
日
樹
、
「
全
国
中
学
校
体
育

大
会
」
男
子
三
種
競
技
に
出
場
し
た

福
崎
純
基
君
が
、
岩
崎
先
生
と
と
も

に
役
場
を
訪
れ
、
村
長
に
結
果
報
告

し
ま
し
た
。

　
8
月
2
2
日
㈱
、
全
国
中
学
校
体
育

大
会
5
日
目
が
広
島
広
域
公
園
陸
上

競
技
場
な
ど
で
行
わ
れ
、
男
子
三
種

競
技
B
で
、
見
事
2
位
に
輝
き
ま
し

た
。　
苦
手
の
砲
丸
投
げ
3
回
目
で
自
己

ベ
ス
ト
を
ー
m
91
も
更
新
（
1
4
m
n
）

し
て
7
位
に
つ
け
る
と
、
続
く
走
り

幅
跳
び
で
2
回
の
フ
ァ
ー
ル
の
後
、

最
後
3
回
目
の
跳
躍
で
ま
た
し
て
も

遺
跡
」
と
登
録
さ
れ
、
9
月
の
中
旬
頃

ま
で
本
調
査
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　
興
味
の
あ
る
方
は
見
学
し
に
行
っ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

自
己
ベ
ス
ト
を
更
新
（
6
m
6
3
）
し
、

3
位
に
浮
上
し
た
。
そ
し
て
4
0
0

M
で
「
緊
張
し
て
思
い
通
り
の
走
り

が
で
き
な
か
っ
た
」
と
語
っ
て
は
い

る
も
の
の
、
51
秒
78
と
い
う
タ
イ
ム

で
、
合
計
3
2
7
8
点
で
県
中
学
記

録
を
1
3
3
点
上
回
っ
た
見
事
な
結

果
で
し
た
。

難

平成13年9月10日広報なかさと5



．
灘
の
風
物
詩

　
　
　
罰
民
謡
流
麟
塔

　
8
月
1
6
日
㈲
、
午
後
8
時
か
ら
農

協
低
温
倉
庫
か
ら
ユ
ー
モ
ー
ル
に
か

け
て
「
民
謡
流
し
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。　
低
温
倉
庫
か
ら
ユ
ー
モ
ー
ル
に
か

か
る
道
路
の
両
脇
に
は
、
ロ
ウ
ソ
ク

に
よ
る
幻
想
的
な
光
に
包
ま
れ
、
そ

の
中
を
参
加
者
約
2
5
0
名
が
、
「
中

里
音
頭
」
「
妻
有
音
頭
」
を
楽
し
そ
う

に
踊
り
ま
し
た
。

　
ユ
ー
モ
ー
ル
駐
車
場
に
入
っ
て
か

ら
は
、
中
央
に
設
置
し
た
矢
倉
を
中

心
に
し
て
円
に
な
り
、
周
囲
で
見
物

し
て
い
た
人
達
も
混
ざ
り
、
カ
ラ
ス

踊
り
で

真
夏
の

夜
を
楽

し
ん
で

い
ま
し

た
。

　平成13年第3回中里村議会定例会が9月11日（火）から開催

されます。その初日に行われる一般質問者と質問事項は次の

とおりです。

　誰でも傍聴できますので、お気軽においでください。

順序 質問者 質　問　事項

1 鈴木善雄
1．第三セクターの運営と村財政について

2．徴税率が年々低くなるが、その対策に

　ついて

2 久保田之三
1．村道改良について

2．こつら下事業について

3．国の施策について

3 樋口　戌 1．小泉内閣の構造改革について

4 山本進六
1．清津川の水防計画と二居ダムについて

2．身体障害者通所授産施設建設について

5 大島昭三
1．合併処理浄化槽地域の現況について

2．介護保険実施後の実態と改善課題につ

　　いて

こ
ん
複
季
簾
糠
理
騰
い
か
が
で
す
か

◆
作
り
方

①
油
揚
げ
は
湯
通
し
し
て
油
抜
き
を
し
、

　
包
丁
の
柄
で
た
た
き
￥
ロ
を
開
き
や

　
す
い
よ
う
に
し
、
横
半
分
に
切
る
。

②
ケ
ー
ル
は
さ
っ
と
ゆ
で
て
し
ん
な
り
さ
せ
、

　
れ
な
い
よ
う
に
広
げ
敷
い
て
お
＜
。

①
の
油
揚
げ
の
中
に
卵
が
こ
ぼ

③
ニ
ン
ジ
ン
は
生
で
2
㎝
長
さ
の
千
切
り
に
し
、
ヒ
ジ
キ
は
さ
っ
と
ゆ
で
て
ア

　
ク
抜
き
す
る
。

④
②
の
中
に
、
ニ
ン
ジ
ン
、
ヒ
ジ
キ
、
卵
を
入
れ
、
爪
楊
枝
で
油
揚
げ
の
ロ
を

　
閉
じ
る
。

⑤
適
当
な
鍋
に
、
だ
し
汁
、
し
ょ
う
油
、
酒
、
み
り
ん
を
入
れ
、
鍋
底
に
白
菜

　
ま
た
は
キ
ャ
ベ
ツ
の
葉
を
敷
き
、
卵
が
こ
ぼ
れ
な
い
よ
う
に
立
て
て
入
れ
押

　
し
蓋
を
し
、
煮
立
っ
た
ら
弱
火
に
し
て
、
煮
汁
が
3
分
の
ー
＜
ら
い
に
な
っ

　
た
ら
火
を
止
め
る
。

⑥
爪
楊
枝
を
抜
き
、
タ
テ
半
分
に
切
り
、
皿
に
盛
り
付
け
て
出
来
上
が
り
。

★
滝
沢
さ
ん
か
ら
ワ
ン
ボ
一
イ
ン
ト
ア
ト
バ
イ
ス

・
油
揚
げ
の
中
に
卵
を
入
れ
る
と
き
は
、
油
揚
げ
よ
り
ロ
の
小
さ
い
コ
ッ
プ
等

　
に
割
り
入
れ
て
か
ら
入
れ
る
と
入
れ
や
す
い
で
す
。
ま
た
、
ケ
ー
ル
を
干
切

　
り
に
し
た
ミ
ッ
ク
ス
ベ
ジ
タ
ブ
ル
を
い
れ
て
も
、
色
取
り
が
よ
＜
、
お
弁
当

　
に
い
い
で
す
よ
。

　
ま
た
、
ケ
ー
ル
の
代
わ
り
に
キ
ャ
ベ
ツ
の
青
い
と
こ
ろ
で
も
い
い
で
す
ね
。

◆
「
玉
子
づ
め
」
に
つ
い
て
一
盲

・
青
汁
野
菜
「
ケ
ー
ル
」
に
は
、
脳
と
体
内
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
「
メ
ラ
ト
ニ

　
ン
」
と
い
う
物
質
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
積
極
的
に
調
理

　
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

こ
ぶ
し
会

　
滝
沢
マ
ス
子
さ
ん
（
田
中
）

◆
「
ケ
ー
ん
の
油
揚
げ
玉
子

づ
め
」
の
材
料

・
油
揚
げ
…
…
…
…

・
ケ
ー
ル
…
…
…
…

・
卵
…
…
…
…
…
…

・
ニ
ン
ジ
ン
…

・
ヒ
ジ
キ
…
…

・
し
ょ
う
油
…
・

・
み
り
ん
…
…
－

・
水
…
…
－
・

・
花
か
つ
お
…

●
酉
：
：
・

、
、
ノ

・
塩
…
…
・

　
●

●
　
　
●
　
　
●

●
　
　
●
　
　
●

　
（
6
人
分
）

…
…
…
－
3
枚

…
…
…
－
6
枚

…
…
…
－
6
個

…
…
小
／
／
3
本

…
…
－
…
…
－
5
9

　
　
　
　
　
1

・
…
…
…
大
さ
じ
2

　
…
…
大
さ
じ
2

－
…
…
・
2
カ
ッ
プ

…
…
…
…
…
－
5
9

　
　
　
　
　
／

…
…
…
－
大
さ
じ
ー

…
…
…
…
…
：
少
々

6



中
里
作
品
設
置
7
0
曇
そ
ス
臣
の

よ
こ
が
お

⑦

新
羅
時
代
の

仏
像
の
影
響
で

彫
刻
を
学
ぶ

　
ホ
ン
・
ス
ン
・
ド
は
1
9
5
3
年

韓
国
に
生
ま
れ
、
韓
国
で
活
躍
す
る

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
す
。
日
本
で
は
、

1
9
9
5
年
水
戸
芸
術
館
で
開
催
さ

れ
た
「
心
の
領
域
」
と
い
う
展
覧
会

で
、
作
品
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

彼
は
、
学
生
時
代
に
見
た
新
羅
時
代

の
仏
像
か
ら
影
響
を
受
け
、
韓
国
の

大
学
で
彫
刻
を
学
び
始
め
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
に
留
学
中
、
母
国
で
あ
る

韓
国
内
の
政
治
闘
争
か
ら
、
現
代
社

会
の
背
後
に
あ
る
現
代
文
明
の
あ
り

方
そ
の
も
の
に
つ
い
て
考
え
た
作
品

へ
と
徐
々
に
作
風
が
変
化
し
て
行
き

ま
す
。

ス
テ
ン
レ
ス
の
棒
と

ク
リ
ッ
プ
を
使
い

現
代
文
明
を
表
現

1
9
9
1
年
に
韓
国
に
帰
国
後
は
、

》
「
T
i
m
e
T
r
a
v
e
I
」
①

ス
テ
ン
レ
ス
の
棒
と
ク
リ
ッ

プ
を
使
っ
た
作
品
を
数
多
く

発
表
し
て
き
ま
し
た
。
1
9

9
5
年
日
本
で
発
表
さ
れ
た

作
品
「
↓
冒
Φ
↓
轟
話
一
」
①

で
は
、
車
を
バ
ラ
バ
ラ
に
分

解
し
、
逆
さ
ま
に
ひ
っ
く
り

返
し
て
空
中
に
持
ち
上
げ
ま

し
た
。
エ
ン
ジ
ン
や
座
席
な

ど
の
部
品
だ
け
で
な
く
、
運

転
に
使
う
地
図
、
カ
セ
ッ
ト

テ
レ
プ
な
ど
の
付
属
品
な
ど

も
取
り
混
ぜ
て
、
ス
テ
ン
レ

ス
の
棒
の
先
に
ク
リ
ッ
プ
で

ぶ
ら
下
げ
結
び
つ
け
ま
し
た
。

〈
日
常
の
物
体
を
分
解
、
再
構
築
②

彼
は
こ
の
作
品
で
、
自
動
車
が
も
た

ら
し
た
社
会
の
変
化
や
、
生
活
の
西

欧
化
に
つ
い
て
表
現
し
て
い
ま
す
。

　
車
の
他
に
も
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
や

机
、
洗
濯
機
②
な
ど
様
々
な
も

の
を
分
解
し
て
い
ま
す
。
日
常

の
物
体
を
検
証
し
再
構
築
す
る

こ
と
で
、
生
活
に
入
り
こ
ん
で

い
る
物
の
背
景
に
あ
る
価
値
観

や
文
明
観
と
い
っ
た
も
の
を
提

示
し
て
い
ま
す
。
韓
国
内
の
文

化
や
、
価
値
観
の
急
速
な
変
化

に
つ
い
て
の
彼
の
意
見
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

大
地
の
芸
術
祭
で

自
然
と
人
問
の

関
係
を
見
つ
め
る

る
こ
と
が
い
か
に
困
難
か
、

自
然
と
人
間
の
関
係
を
描
き
出
し
て

い
る
と
言
え
ま
す
。

　
昨
年
の
大
地
の
芸
術
祭
で

は
、
“
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
”
の

入
口
に
4
本
の
鉄
柱
を
た
て
、

そ
れ
を
支
柱
に
し
て
プ
ラ
ン

タ
ー
に
入
れ
て
あ
る
樹
木
（
雪

椿
）
を
吊
る
す
と
い
う
作
品

「
妻
有
で
育
つ
木
」
③
を
設

置
し
ま
し
た
。
自
然
か
ら
植

え
替
え
ら
れ
、
構
造
物
か
ら

つ
り
下
が
っ
て
生
き
る
雪
椿

は
、
自
然
か
ら
切
り
離
さ
れ

た
現
代
人
、
特
に
都
市
生
活

者
の
置
か
れ
た
状
況
を
暗
示

し
、
木
を
育
て
る
こ
と
の
困

難
さ
を
通
し
て
、
人
を
育
て

　
　
　
　
　
　
　
　
現
代
の

》
「
妻
有
で
育
つ
木
」
③

　
雪
椿
は
現
代
人
を
象
徴
し
て
い
る

平成13年8月の入札結果
垂　　　i蒙　　　名 場　所 韮事費 講負業者

雪寒地域建設機械整備事業（ロータリー除雪車） 27，877，500円 （有）山崎サー　ビス
村道改良事業倉下土倉線舗装工事 倉下・土倉 4，305，000円 中野建設工業株式会社
公立学校給食施設整備事業倉俣小学校給食厨房備品更新 倉　俣 4，147，500円 ㈱アリア新潟支店
林道施設災害復旧事業林道小出田代線4月融雪災害復旧工事 小　　出 3，150，000円 ㈲　　宗　　家　　土　　建

農業施設災害復旧事業農道葎沢線災害復旧工事 葎　沢 7，455，000円 大村建設株式会社
団体営棚田地域等保全整備事業農業用道路整備測量設計委託 葎　沢 2，100，000円 ㈱　十　日　町　測　量

平成／3年9月10日広報：なかさと7



信
＠
　

罐後菱獅⑳

屡
樋
ヲ
豆
t
か
舞
0
震
！

塞
鷹
の
餐
灘
蟻
ブ
レ
《
《
ン
襲
か
畷
催
さ
鹸
謙
し
撫

　
8
月
1
0
日
㈹
・
n
日
ω
に
フ
ラ
ン

ス
の
ジ
ャ
ク
リ
ー
ヌ
・
マ
テ
ィ
ス
さ

ん
と
い
う
凧
を
使
っ
た
芸
術
活
動
を

展
開
し
て
い
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
招

き
、
第
2
回
大
地
の
芸
術
祭
の
プ
レ

イ
ベ
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
1
0
日
に
は
十
日
町
市
立
南
中
学
校

に
お
い
て
凧
作
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
1
7
0
名
の
住

民
が
参
加
し
、
マ
テ
ィ
ス
さ
ん
や
こ

へ
び
隊
3
0
名
の
指
導
の
も
と
、
参
加

者
は
日
本
の
凧
と
違
っ
た
フ
ラ
ン
ス

の
凧
作
り
を
楽
し
み
、
思
い
思
い
の

絵
を
凧
に
描
き
ま
し
た
。

　
翌
1
1
日
午
後
、
信
濃
川
河
川
敷
に

＼
　＼

　／．＼

　
　
　
　
　
、
，

職
藏
織

〉
長
い
足
が
特
徴
の
マ
テ
ィ
ス
さ
ん
の
凧

お
い
て
凧
揚
げ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
が
自
分
の
凧
を
も
っ
て
駆
け

出
す
と
、
ふ
わ
り
と
空
に
揚
が
り
、

そ
よ
風
の
中
を
自
由
に
泳
い
で
い
ま

し
た
。
な
か
に
は
凧
揚
げ
は
初
め
て

と
い
う
子
も
い
て
、
最
初
は
思
う
よ

う
に
凧
が
揚
げ
ら
れ
な
い
よ
う
で
し

た
が
、
し
ば
ら
く
す
る
と
う
ま
く
揚

が
る
よ
う
に
な
り
、
元
気
に
原
っ
ぱ

を
飛
び
回
っ
て
い
ま
し
た
。

　
子
供
た
ち
の
凧
に
混
じ
っ
て
マ
テ

ィ
ス
さ
ん
が
作
っ
た
大
き
な
凧
が
悠

然
と
泳
ぐ
姿
は
、
空
飛
ぶ
竜
の
よ
う

で
し
た
。

う悠テ　ば揚しよてま’け）　　▲凧作りを指導するマティスさん　　　　　　二　鴇

囮
H
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
体
験
料
理
教
室

◆
日
　
　
時
　
9
月
2
6
日
㈱
　
午
後
6
時
～
8
時

◆
内
　
　
容
　
　
「
野
菜
お
も
て
な
し
」
　
・
南
京
ち
ら
し

　
　
　
　
　
　
・
吹
き
寄
せ
　
・
茄
子
の
味
噌
チ
ー
ズ
焼
き

◆
場
　
　
所
　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

◆
募
集
定
員
　
1
8
名
　
◆
参
加
費
　
5
0
0
円

◆
申
込
締
切
り
　
9
月
2
1
日
倒

◆
申
込
先
　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

　
　
　
　
　
　
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー
　
E
5
2
－
3
1
0
7

国
殉
曝
薪
鰹
霜
鵜
騨
程

　
　
し
て
く
れ
る
方
大
募
集

◆
希
望
期
間
　
1
0
月
1
3
日
～
n
月
n
日
の
間
の
指
定
日

◆
場
　
　
所
　
ラ
ピ
ー
ヌ
雪
街
道

◆
仕
事
内
容

　
・
厨
房
及
び
洗
浄
係
　
1
2
時
～
1
5
時
の
間

　
・
送
迎
バ
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
（
大
型
）

◆
募
集
人
数
　
若
干
名

◆
お
問
合
せ
先
　
ラ
ピ
ー
ヌ
雪
街
道

ゆooo◇φo◇◇◇oφ◇oφ○◇◇◇◇φφφ◇φ◇◇◇◇ooφφ◇◇o◇◇φ◇φ◇φφ◇◇φ◇◇◇φφ◇◇φ◇o◇◇◇φ◇◇

　　　　〃o
OO■口帽鱒

川寒σ運～一
口　　　　　｝》一　　／イ1

　　　一三疋ヨ

o秘　　　　（
o
　
　
　
一

待機電力ってご存知ですか

　　側）東北電力保安協会

9
時
～
1
7
時
の
指
定
時
間

E
6
3
1
4
5
4
5

囲
適
な
カ
ー
渉
イ
7
は
日
常
点
検
か
ら

　
　
自
動
車
点
検
整
備
推
進
運
動
実
施
中

　
国
土
交
通
省
で
は
9
月
1
日
か
ら
2
ヶ
月
間
を
重
点
機
関
と
し

て
「
自
動
車
点
検
整
備
推
進
運
動
」
を
全
国
的
に
実
施
し
ま
す
。

◆
ク
ル
マ
に
関
す
る
問
合
せ
先

　
新
潟
県
陸
運
支
局
　
整
備
課
ま
た
は
検
査
担
当

　
密
0
2
5
1
2
8
5
1
3
1
2
5

　
長
岡
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所
　
検
査
担
当

　
E
O
2
5
8
1
2
2
1
1
1
3
1

◇
φ
◇
◇
◇
◇
◇
φ
O
O
O
O
◇
φ
◇
◇
φ
◇
φ
O
O
O
◇
◇
φ
φ
◇
◇
◇
φ
◇
O
Q
O
◇
O
◇
O
O

◇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　　「創作演劇を観る会」は、地域の独自性を活かして熱心に活動し

　ている劇団の成果を、広く県民の皆さんにご覧いただくものです。

◆日　時平成13年10月7日（日）午後1時30分開演

　◆場所新潟市民芸術文化会館「りゅ一とぴあ」劇場

　◆演　目　第一部r鬼女の瞼」：劇団きらら

　　　　　　第二部「恋の懸橋」：西山かたくり一座

　◆入場料　無　料

　◆問合せ先　新潟県民文化祭実行委員会事務局

　　　　　　　BO25－281－2541
◇φo◇o◇◇◇◇◇◇o◇φφ◇o◇◇◇◇くゆ◇◇◇φφ◇つつoφo◇◇o◇φ◇φ◇◇φo◇φo◇oφ◆◇◇φ◇◇oつゆo

◇
◇
φ
O
O
O
O
φ
O
◇
O
φ
φ
φ
◇
◇
φ
◇
O
O
◇
O
◇
O
O
O
O
φ
φ
◇
φ
◇
φ
O
φ
O
O
O
O

8



かんきめ だ』5 犬（動物）を飼っている皆さんへ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　最近、犬にかまれる事件や放し飼いの犬が家畜や農作物に被害を与えることが問題になっています。これは犬を

飼う人の心がまえが、しっかりしていないことが原因と思われます。犬を飼うことを安易に考えている方もおりま

すが実は大変なことなのです。

　犬は私達と同じ生きものです。毎日の食事の用意は当然のこと、運動やしつけも必要です・毛の手入れや入浴・

糞の後始末も欠かせません。病気をすれば獣医さんのお世話にもなります。家族の一員として愛情と責任をもって

いたわることが必要です。

　そして何よりも大事なことは、法や条例を守り、放し飼いや人にかみつくような問違った飼い方ではなく、他人

に迷惑かけない正しい飼い方をすることです。

　新潟県動物の愛護及び管理に関する条例の第4条で、

『飼い主は、動物の本能、習性及び生理を理解し、動物の

健康及び安全を保持するよう努めるとともに動物が人の生

命、身体若しくは財産に対し危害を加え、又は生活環境を

損なうことのないよう努めなければならない。』

（1）適正にえさ及び水を与える。

（2）動物の種類、習性等に応じた適正な飼養施設を設ける。

（3）疾病の予防等健康管理を行う。

（4）汚物及び汚水を適正に処理し、飼養施設の内外を常に

　清潔に保つ。

（5）公共の場所並びに他人の土地及び物件を不潔にし、又

　　は損傷させない。

（6）羽毛の飛散、異常な泣き声、悪臭等により人に迷惑を

　及ぼさない。

（7）逸走した場合は、自ら捜索し、収容する。

（8）飼い主は、動物を終生飼養するよう務めなければなら

　　ない。

と飼い主の責務が定められています。

　なお、犬を放しておいて、又は放れてしまって、抑留さ

れた飼い犬の返還を受けようとする時は、犬の返還手数料

1匹につき5，270円かかります。

　犬は必ずつないでおきましょう。

1．フンの処理は忘れずにノ

散歩中のフンは必ず持ち帰りましょう。

できれば、家でさせるようしつけま
しよう。

　　　　　　　　　　　　　　　　！
　　　　　　　　　　　　　　　　　！
　　　　　　　　　　　　　　　　　1

纏

2．必ずリードや鎖を付けて
　散歩しましょう。

散歩の際には必ずリード

をつけましょっ。

人の横について歩ける

ようにしつけ

ましょう。

僻∈∋∈D日鰯∋巳日日6∈∋日鰯6∈∋篇旧日∈∋鰯β∈∋∈∋日日∈∋∈∋鰯晒臓日鰯9∈∋日鰯日日∈∋日5隔∋鰯暉卿篇日∈a日日∈∋巳r〕

平成13年度魚沼地区動物7エスデ1イバル開催について

◆日’時9月23目（圖）正勤、麟後3時30分ま驚

◆場所南魚沼郡大鯛荒金犬和肺酵クリングターミナル
◆内　容　動物愛護推進大会（長寿動物、愛護功勇者表彰等）

　　　　各種イベント（純粋犬紹介、警察犬、救助犬紹介、スポーツドック、ふれあいコー

　　　　　　　　　　　　　ナー．里親さがじ　その他〉

◆入場料無料
◆照会先　十日町保健所　衛生環境課　　饗57－240Q
　　　　小出保健所動物保護筥理センター　饗02579－2一薄145

〔』8∈98臼已鯉臼∈∋9芭働∈D8画色膨臼已∈∋醒働∈う∈う臼∈∋∈∋臼働∈∋∈∋邑∈∋∈∋∈∋臼∈贈∋鯉）働∈∋e∋臼8臼∈D臼白已∈肥∋遡
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◆目的
　1．痴呆を疾患として理解する。

2．ケアに携わる担当者は痴呆性老人や介護者を地域で支えるための方法

　　を検討し、実際の活動に役立てる。

◆対象者

痴呆性老人を介護している介護者・家族

在宅介護支援センター　居宅介護支援事業者　居宅サービス提供事業者

介護保険施設　行政関係者（市町村、地域福祉センター、保健所）

一般住民（講義のみ）

◆日時・会場・内容．

田　　聴 会　「場 繭　　　　容

　1回目

9月27日㈱
午後1時30分

　　～

　午後4時

十日町地域地場

産業センター

　（クロス10）

①講　義

　「痴呆性老人の理解と対応」

　柏崎厚生病院　副院長

　　　　　吉浜　　淳　先生

②話し合い

　介護者は交流会

　支援スタッフはグループ討議

　2回目

10月11日㈱

午後1時30分

　　～

午後4時

十日町地域地場

産業センター

　（クロス10）

①講　義

　「痴呆性老人と家族を地域で支える」

　国立療養所犀潟病院　ソーシヤルワーカー

　　　　　丸山弥一　先生
②話し合い

◆参加申込み

9月20日休）までに十日町保健所地域保健課までE57－2400

・
総
嚢
灘
雛
謙
欝
灘
馨
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

　
1
0
月
1
日
現
在
で
、
平
成
1
3
年
事
業
所
・
企
業

統
計
調
査
が
全
国
で
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
調
査
の
対
象
と
な
る
の
は
、
農
林
漁
家
を
除
く
、

全
国
の
す
べ
て
の
事
業
所
で
す
。

　
事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
は
、
事
業
所
及
び
企

業
の
産
業
、
従
業
者
規
模
な
ど
の
基
本
的
構
造
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
調

査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
産
業

・
経
済
施
策
の
立
案
、
評
価
、
将
来
展
望
な
ど
の

基
礎
資
料
と
し
て
、
幅
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駄
業

・

ハ
爬
し
　
謎

（
　
ハ
G
6
、
へ
2
　
　
蝋
事

、鐵難の韮役
樋ロ賢太くん（1歳）⑨
崇・由加里さん夫妻の二男（朴木沢）

カメラを向けたらニッコリ笑って

くれた賢太くん。最近お祭りで買っ

てもらった風船がお気に入りで、フ

ワフワ浮いている風船を引っ張って

は浮いていく風船を楽しそうに眺め

ています。

早寝早起きが日課で￥夜の9時に

は眠りに付き、朝は5時に目を覚ま

し．いたずらを始めます。

お母さんはそんな賢太くんに「丈

夫で元気であればいい。人を思いや

｛》）。（o・∈訊，儲》oてo（》。〔》⊂翫一〕。（）∈訊層（。》∈卍》∈副◆

1◆申込締切り9月14日囲　l
l※詳細・申込み用紙等は中里村l

l　　　　　　　　　ll　役場環境課までご連絡くださl

lい．’且63－31111
1　　　　　　　　　1今。。・。》一，⊂，一。。⊂駅。（》一一一。。》《，令

秋
の
饗
総
業

　
　
事
故
薩
鐙
鷹
隷
群
て

　
9
月
か
ら
1
0
月
に
か
け
て
秋
の
農

繁
期
を
迎
え
ま
す
が
、
農
作
業
中
や
、

田
畑
へ
の
行
き
帰
り
の
途
中
の
公
道

上
で
の
事
故
が
こ
の
時
期
大
変
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
次
の
点
に
特
に
注
意
の
う
え
、
農

作
業
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

1
、
作
業
前
に
は
農
作
業
機
械
の
点

　
検
を
必
ず
行
い
ま
し
ょ
う
。

2
、
機
械
の
点
検
・
調
整
は
、
エ
ン

　
ジ
ン
を
止
め
て
か
ら
行
い
ま
し
ょ

　
う
。

3
、
機
械
の
積
み
下
ろ
し
や
圃
場
へ

　
の
出
入
り
の
際
は
、
転
倒
・
転
落

　
事
故
が
起
こ
り
や
す
い
の
で
特
に

　
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

4
、
道
路
で
の
走
行
中
は
、
交
通
ル

　
ー
ル
を
守
り
、
機
械
の
構
造
と
道

　
路
状
況
に
見
合
っ
た
運
転
を
行
い

　
ま
し
ょ
う
。

5
、
タ
暮
れ
時
に
は
早
め
に
ラ
イ
ト

　
を
点
け
、
ま
た
反
射
材
な
ど
を
装

　
着
し
て
他
の
車
か
ら
確
認
し
や
す

　
く
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

6
、
ゆ
と
り
の
あ
る
作
業
計
画
を
立

　
て
、
決
し
て
無
理
は
し
な
い
よ
う

　
心
が
け
ま
し
よ
う
。

7
、
最
近
、
高
齢
者
の
事
故
が
多
発

　
し
て
い
ま
す
。
充
分
注
意
し
た
作

　
業
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
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圏闘圏圏

灘

醸｛江・讃　

剃渡辺溜高道山

讐

山田永信（88）朴木沢

瀬切安信（76）芋　沢

村山長一（74）田　沢

※掲載を希望しない方は届け出の際に

申し出てください。

今月の納税と振替目
（10月1日）

（10月1日）

（10月1日）

（紛月謡日）

（9月25日）

（9月25日〉

県
議
禽
の
緩
聴
及
び
請
願
に
つ
い
て

　
年
4
回
開
催
さ
れ
る
県
議
会
定
例
会
（
2
月
、
6
月
、
9
月
、
1
2
月
）

の
本
会
議
の
ほ
か
、
連
合
委
員
会
や
常
任
委
員
会
を
簡
単
な
手
続
き
で
ど

な
た
で
も
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
会
議
開
催
の
日
程
な
ど
に
つ
い
て
は
「
新
潟
日
報
（
県
か
ら
の

お
知
ら
せ
）
」
、
「
新
潟
県
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
（
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
）
」
、
「
県

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
請
願
・
陳
情
は
皆
さ
ん
の
意
見
や
要
望
を
県
政
に
反
映
さ
せ
る

た
め
の
大
切
な
制
度
で
す
。
県
行
政
に
対
し
て
、
意
見
や
要
望
が
あ
る
と

き
は
、
ど
な
た
で
も
文
書
で
県
議
会
に
請
願
・
陳
情
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
県
議
会
で
は
、
提
出
さ
れ
た
請
願
書
・
陳
情
書
を
審
査
し
、
採
択
さ
れ

た
も
の
は
県
政
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　
以
上
、
傍
聴
及
び
請
願
・
陳
情
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
先
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

◆
問
合
せ
先

　
新
潟
県
議
会
事
務
局
議
事
調
査
課
　
盈
0
2
5
1
2
8
0
1
5
5
2
7

■固定資産税

■国　保　税

■介護保険料

■保　育　料

■国民年金
■上下水道

国民年金は、毎月保険料を納めていただくことになっていますが、ま

とめて納める「半期前納制度」があります。（13年10月分～14年3月分）

前納制度は、

○一定の割合で保険料が割引になる。

○毎月納める手間が省ける。

○納め忘れがなくなる。

など、大変便利でお得な制度です。ぜひ「前納制度」をご利用ください。

　r前納制度」希望の方は、10月10日伽までに役場民生課国民年金

係まで申込みください。前納用の納付書を送付します。

◆今年度の半期前納保険料

定額一保険料79，800円
定額前納保険料79，150円　　　　　＼こ

割引額650円付加加入者保険料82，200円
付加加入者前納保険料　81，530円

割　　　酬　　　額　　　670円

獲鐙灘鍵麟灘籔
・懸麟鰯繍翻雛纏欝叢繋謙灘．

●交通事故件数

●死 者

20件

●傷　　者
●死亡事故ゼロ

O人

29人

308日

国民年金保険料の口座振替のおすすめ

平成12年4月の地方分権法の施行にともない、来年4月より、国民年

金保険料の納付先がこれまでの市町村役場から国（社会保険庁）に変更され

ます。そのため、納付書は社会保険庁が発行し、12ヶ月分まとめて年1

回の郵送となります。今までの月1回の発行ではないので、納め忘れや

紛失のおそれも考えられます。

そこで、確実で便利な口座振替をお勧めいたします。毎月の納める手

間・納め忘れの心配がなくなります。ぜひ口座振替をご利用ください。

口座振替の手続きは、村指定金融機関窓口で。

◆詳しくは、役場民生課国民年金係まで問合せください。

11 広報なかさと　　平成／3年9月／0日



産能短期大学の教育交流校で、2つの学校の卒業証書を同時

に取得できる併修制度を導入し、卒業学歴区分は「短大二卒」

です。また、8月に機器の全面入れ替えが完了し、学生には最

新の機器で技術を習得できます。

◆入学願書受付　平成14年3月29日囲まで

◆募集定員

　・情報ビジネスコース（普通過程）　50名（2年間）

　・情報システムコース（普通過程）

　・マルチメデイアコース（普通過程）

　・OAビジネス科（短　期）　10名（1年問）

　・OA秘書科（短　期）　10名（1年問）
　・情報処理技術研究科（短　　期）　10名（1年問）

◆学校説明会

9月22日出、9月29日出　以降随時

◆資料請求先

コンピュータ・カレッジ　信濃テクノ・アカデミー

　〒947－0026　小千谷市上ノ山4－4－2

入学ガイド・ホットライン

　フリーダイヤル（無料）盈0120－40－5070

IT時代を担う知識と技術を身につけようとする
社会人のために、下記の制度を実施します。

◎教育訓練給付金制度（受講費用の80％を国が負担）指定講座

キャリアアップパソコン活用法講座　50時間

詳細は学校にお問合せ下さい。

◎再就職促進訓練（受講料無料・基本手当、受講手当等支給）

OAシステム科　324時間
詳細はハローワークまたは学校にお問合せください。

＝　　　・　一　巨＝　　　　9／23 ㊦山自医院
E55－2003（十日町市）

9／15 第二藤巻医院
盈68－2018（川西町）

9／24
大島医院
B52－2957（十日町市）

9／16

川西町診療所
盈68－2034（川西町）

津南病院
B65－3161（津南町）

上村病院
盈63－2111（中里村）

9／30 大坪医院
盈57－6100（十日町市）

　
風
が
随
分
と
冷
た
く
な
り
、
赤
ト

ン
ボ
の
姿
や
鈴
虫
の
声
が
聞
こ
え
、

田
ん
ぽ
の
稲
の
穂
も
黄
色
く
た
れ
下

が
っ
て
き
ま
し
た
。
す
っ
か
り
秋
の

様
相
で
す
。

　
読
書
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
食

欲
の
秋
、
収
穫
の
秋
…
…
。
い
ろ
い

ろ
な
秋
の
楽
し
み
方
が
あ
り
ま
す
。

　
毎
日
の
仕
事
な
ど
で
、
な
か
な
か

本
を
読
め
な
い
と
い
う
方
も
大
勢
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
秋
に
な
り
本
を

読
み
始
め
る
と
、
不
思
議
と
3
・
4

冊
読
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

　
「
意
識
し
て
何
か
を
す
る
」
と
い

う
こ
と
が
、
私
達
に
時
間
を
作
っ
て

く
れ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　9月15目～10月5目

カレン．ダー

講

叢

115㈹
／16（日〉 ドーム中里き☆らoら定期投影　合ユーモ1

一辺レ　　（！）11二〇〇～11二40

117（月）

／18（火》

胸部レントゲン（詳細は8月25日号保健だ／
よりを参照ください）

遊びの広場　合総合センター
（D9二30～10二〇〇受付

懇

19㈱

胸部レントゲン　合保健センター
（D10：00～12：00、13：00～15：00受付

補聴器相談（リオン）　合役場

（D13：45～14：00

／20休） 三種混合　合保健センター
（D14：00～14：30受付

21働
心配ごと相談（南雲勝男）合ディサービス・
セ！ンター　（D13：30～16：00

22㈹
23（日） ドーム中里き☆らoら定期投影　合ユーモii

一ノレ　　（！）1／：00～11：40

24（月）

／25（火》

補聴器相談（キコエ）　合役場
㊤15：30～16二〇〇

胃がん検診・大腸がん検診　合倉俣集落開il
発センター　07二30～10二〇〇受付

、…26㈱

胃がん検診・大腸がん検診　合堀之内集落／

開発センター　㊤7：30～／0二〇〇受付

胃がん検診・大腸がん検診　合宮中集落開懸

発センター　07：30～／0：00受付

li27㈹

ii…28囲

肺がん検診　合役場住民ホール
09：00～11二〇〇受付

心配ごと相談（村山篤稔）合ディサービス…l！

tzンター　（⊃13：30～16：00

行政相談　合老人福祉センター
013：30～16：00

／29㈹ 灘
灘
、

130（日）
灘繋

藍
櫓

乳幼児身体測定　合保健センター
09：30～11二〇〇受付

嶽

14㈹
き

5囲 心配ごと相談（廣田和子）合ディサービス
セ！ンター　（D13：30～16：00

黙

慧

　　　　　　　　　　　　　き
響窟灘罐灘灘響鑑蟹

　　　8月末現在（）は前月比

●人　ロ　　男3，225人（一6）

　　　女3，251人（一2）
　　　計6，476人（一8）
●世帯数　　　　1，705　（一1）
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